
げ
る
。
こ
れ
は
、
イ
ス
ラ
ム
史
上
に
お
い
て
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、
一

七
世
紀
以
後
の
オ
ス
マ

γ
帯
園
に
お
い
て
も
っ
と
も
庚
範
に
適
用
さ
れ
、
一
八

世
紀
に
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
税
が
こ
れ
に
よ
っ
て
徴
枚
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
重
要
な
研
究
分
野
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
徴
税
請
負
制
研
究
は

初
歩
的
な
制
度
史
的
事
柄
を
の
ぞ
い
て
は
、
い
ま
だ
未
開
拓
な
ま
ま
に
放
置
さ

れ
て
い
る
。
報
告
で
は
、
一
七
世
紀
初
頭
の
ダ
マ
ス
カ
ス
と
そ
の
近
郊
に
関
す

る
徴
税
請
負
牽
帳
、
一
九
世
紀
前
宇
の
西
ア
ナ
ト
リ
ア
の
ア
l
ャ
l
γ
に
関
す

る
史
料
な
ど
を
手
が
か
り
に
、
こ
の
制
度
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
の
所
在
を
ま
ず

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

マ
ク
リ

I
ズ
ィ
l
の
潟
本
同
た
思

R
H
N
-
U
N
h
a
N
1
b
h
h
h
H
h
t
q
む
に
つ
い
て

佐

藤

I可

次
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ダ
マ
ス
ク
ス
の
ア
サ
ド
園
書
館
に
は
、
ア
レ
ッ
ポ
の
ア
ラ
ブ
科
皐
史
研
究
所

所
蔵
の
ア
ラ
ビ
ア
語
定
本
七

O
O結
徐
り
が
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
の
形
で
枚

め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
九
三
年
の
秋
、
在
外
研
究
の
折
に
、
私
は
こ
の
マ
イ
ク

F

・
フ
ィ
ル
ム
史
料
を
調
査
す
る
機
舎
を
得
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
多
く
は
自

然
科
皐
に
か
ん
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
マ
ム
ル

I
ク
朝
時
代
の
エ

ジ
プ
ト
の
歴
史
家
マ
ク
リ
l
ズ
ィ

l

〈
一
四
四
二
年
残
)
に
よ
る
史
書
『
イ
ス

ラ
1
ム
史
の
中
の
過
ぎ
去
っ
た
員
珠
』

b.芯
守
ネ
ロ
雪
ミ
ミ
ー
ミ
臣
、
剛
志
、

吋
b
.
ユ
ま
と
'
U
R
g
b
N
b
h
'
V
お
ヨ

G
Q
が
枚
め
ら
れ
て
い
る
。
ウ
マ
イ
ヤ
朝

の
成
立
か
ら
ア
ッ
パ
ー
ス
朝
の
滅
亡
三
二
五
八
年
〉
ま
で
を
封
象
と
し
、
最

後
に
カ
イ
ロ
の
ア
ッ
パ
ー
ス
家
カ
リ
フ
の
事
蹟
が
附
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

回

Q
H
g
b
h
・
h
h
n
N
H
e
q
止
さ
む
と
騎
手
刷
、
甲
子
り
と
マ
ミ
-
hと
S
H
g
b
?
と
言
、
.

N
0
.
5
F
b
N
E
F
~
患
や
ミ
b
マミ-白

U
R
さ
と
と
・
ミ
=
S
F
N
G
H
S
島
町
・
ミ
臣
室
、
制

b
h
'
h色
刷
、
を
は
じ
め
と
し
て
マ
グ
リ
l
ズ
ィ

l
の
著
作
は
数
多
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
間
芯
F
b
N
S
U
位
、
R
b
N
'
h
h
良
市
内
制
官
は
こ
れ
ま
で
研
究
者
に
よ

っ
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ク
リ
l
ズ
ィ
ー
が
、

こ
れ
以
外
に
イ
ス
ラ
l
ム
史
の
全
鐙
を
見
渡
す
歴
史
書
を
著
わ
し
た
こ
と
も
知

ら
れ
て
い
な
い
。
報
告
で
は
、
こ
の
篤
本
の
性
格
を
多
角
的
に
検
討
し
、
あ
わ

せ
て
イ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
の
記
述
に
も
言
及
し
た
い
。

地
方
財
政
の
軟
ら
か
な
解
決

。。
ヴ
4

1
i
 

岩

樹

井

茂

高
暦
三
五
年
三
六

O
七
)
、
黄
河
の
南
岸
に
位
置
す
る
河
南
省
婦
徳
府
虞

城
燃
で
「
軟
撞
」
と
名
づ
け
る
地
方
経
費
支
緋
の
方
法
が
賞
施
さ
れ
た
。
こ
れ

は
谷
口
規
矩
雄
氏
が
紹
介
さ
れ
、
一
篠
鞭
法
に
お
い
て
遁
切
な
改
一草
を
見
ず
に

貧
役
と
し
て
残
っ
た
騨
馬
、
河
夫
、
大
戸
な
ど
の
待
役
の
経
費
を
一
括
計
算

し
、
「
全
豚
の
戸
に
均
等
に
割
り
嘗
て
る
」
趣
旨
の
も
と
に
設
案
さ
れ
た
制
度

で
あ
り
、
そ
の
具
謹
的
内
容
は
不
明
だ
と
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
制
度
の
愛
案
者
か
つ
命
名
者
で
あ
る
楊
東
明
な
る
人
物
は
、
虞
城
豚
出

身
の
進
土
。
東
林
黛
の
人
土
と
と
も
に
議
撃
に
は
げ
む
一
方
、
呂
坤
と
も
深
い

交
友
を
も
っ
て
い
た
。
彼
は
、
ま
た
豚
内
に
「
同
善
曾
」
を
組
織
し
た
り
、
築

堤
、
城
壁
修
築
、
救
荒
、
義
準
設
立
な
ど
の
活
動
に
重
力
す
る
な
ど
、
地
方
公
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共
の
一
袖
利
に
重
力
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
活
動
の
延
長
上
に
、
こ

の
「
軟
議
」
と
い
う
制
度
も
構
想
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
時
期
か
ら
清
初
に
か
け
て
、
江
南
で
は
「
均
田
均
役
」
の
改
革
が
賞
施

さ
れ
た
。
一
俊
鞭
法
後
の
地
方
経
費
問
題
に
制
到
底
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、

「
軟
援
」
も
「
均
田
均
役
」
も
、
同
一
の
財
政
的
土
壊
の
上
に
あ
ら
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
一
候
鞭
法
後
の
格
役
改
革
は
、
「
存

留
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
正
規
の
地
方
経
費
の
硬
直
性
を
菊
縫
す
る
性
質

の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
文
脈
の
な
か
で
「
軟
撞
」
を
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
考
え
て
み
た
い
。

ベ
ト
ナ
ム
紅
河
デ
ル
タ
村
落
史
資
料
に
つ
い
て

桜

由
錦
雄

井

一
九
九

0
年
代
に
ベ
ト
ナ
ム
史
研
究
は
、
い
わ
ゆ
る
資
料
革
命
と
い
わ
れ
る

時
代
を
迎
え
た
。
八

0
年
代
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
っ
た
漢
崎
研
究
所

所
蔵
資
料
の
公
開
を
は
じ
め
、
一
九
世
紀
ベ
ト
ナ
ム
研
究
の
第
一
資
料
と
思
わ

れ
た
『
大
南
寒
録
』
の
元
と
な
っ
た
「
庇
朝
珠
本
」
、
院
朝
の
各
村
落
別
地
簿
、

俗
例
(
村
落
停
統
法
〉
、
家
譜
、
碑
文
集
成
な
ど
の
大
量
の
資
料
の
利
用
が
可

能
に
な
っ
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
時
代
で
は
各
地
の
理
事
官
文
書
の
公
開
に
よ

り
、
植
民
地
時
代
の
各
村
落
の
朕
況
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
に
ベ

ト
ナ
ム
史
研
究
は
ま
っ
た
く
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
。
九
三
年
よ
り
始
ま
っ
た

阪
大
の
桃
木
至
朗
助
教
授
を
代
表
者
と
す
る
紅
河
デ
ル
タ
歴
史
資
料
探
求
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
聞
き
取
り
、
測
量
の
よ
う
な
地
域
暴
的
な
資
料
枚
集
の
ほ
か

に
、
村
落
に
保
存
さ
れ
て
い
る
歴
史
資
料
の
牧
集
に
つ
と
め
、
と
く
に
ナ
ム
ハ

省
ヴ
l
パ
ン
懸
奮
パ
ッ
ク
コ
ッ
ク
村
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
な
資
料
を
笈
見
、

牧
集
し
た
。
(

1

)

各
種
合
作
祉
関
係
資
料
、
(
2
〉
家
譜
、
(

3

)

碑
文
潟
県
、
拓

本、

(

4

)

位
牌
、
(

5

)

杷
堂
、
廟
な
ど
宗
数
建
築
物
に
残
る
額
、
聯
、

(

6

)

救
封
(
神
霊
へ
の
贈
位
書
)
、
不
動
産
関
係
文
書
。
現
在
、
こ
の
作
業
は
縫
績

中
で
あ
る
。
本
震
表
で
は
、
こ
の
よ
う
な
新
出
資
料
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
紅

河
デ
ル
タ
村
落
史
の
展
望
が
開
け
る
か
、
研
究
を
例
示
す
る
。

ω
各
文
書
館
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
新
た

に
公
開
さ
れ
た
漢
籍
資
料
に
つ
い
て
」
『
東
方
皐
』
八
八
、
一
九
九

四。躍
忠
聞
と
徐
宗
簡
再
論

-174ー

万三

英

正

回

居
延
漢
簡
は
漢
代
史
研
究
の
貴
重
な
史
料
で
あ
る
が
、
中
で
も
特
に
研
究
者

の
関
心
を
集
め
て
い
る
僚
が
幾
つ
か
あ
る
。
居
延
葎
簡
中
の
所
謂
躍
忠
簡
と
徐

宗
簡
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

櫨
忠
簡
は
候
長
躍
忠
に
つ
い
て
奴
稗
の
数
、
宅
地
や
団
地
の
面
積
、
牛
馬
や

牛
車
の
数
、
そ
れ
に
各
債
格
を
記
し
、
ま
た
徐
宗
簡
は
燐
長
徐
宗
に
つ
い
て
家

族
構
成
の
ほ
か
宅
地
や
田
地
の
面
積
、
用
牛
の
数
、
そ
れ
に
各
債
格
を
記
し
た

も
の
で
あ
る
。
雨
衡
の
こ
の
よ
う
な
記
載
内
容
か
ら
し
て
、
か
つ
て
爾
簡
を
以

て
財
産
税
の
申
告
書
だ
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
検
討
で


